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一
　
は
じ
め
に

東
ア
ジ
ア
に
造
形
さ
れ
た
庭
園
は
、
あ
る
思
想
や
美
学
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
神
仙
世
界
や
浄
土
世
界
と
い
う
特
殊
な
世
界
観
の
中
に
造
形

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
庭
園
造
形
は
古
代
日
本
の
庭
園
に
も
う
か

が
う
こ
と
が
で
き
る
。
古
代
日
本
の
庭
園
に
関
す
る
研
究
は
、
飛
鳥
京
跡
苑
池

遺
構
や
平
城
宮
東
院
庭
園
、
長
屋
王
邸
の
曲
水
跡
、
そ
れ
に
南
接
す
る
平
城
京

左
京
三
条
二
坊
宮
跡
庭
園
な
ど
、
考
古
学
的
成
果
が
日
々
報
告
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
跡
や
遺
構
か
ら
は
、
古
代
日
本
の
庭
園
の
具
体
的
な
規
模
や
構
造

を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
、
文
献
史
学
や
文
学
研
究
も
、
こ
れ
ら
の
考
古

学
的
成
果
に
基
づ
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

古
代
日
本
に
お
け
る
庭
園
は
東
ア
ジ
ア
的
様
相
の
中
に
あ
り
、
す
で
に
『
万

葉
集
』
や
『
懐
風
藻
』
な
ど
の
文
学
作
品
に
も
そ
の
影
響
を
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
は
、
庭
園
が
文
学
を
形
成
す
る
一
つ
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、『
懐
風
藻
』
の
庭
園
を

詠
む
詩
の
中
で
最
も
古
い
時
期
の
作
品
で
あ
る
、
河
嶋
皇
子
の
「
山
斎
」
の
詩

古
代
日
本
の
庭
園
の
思
想
と
美
学

　
　
　
―
『
懐
風
藻
』
の
山
斎
詩
を
め
ぐ
っ
て
―

 

大
谷　

歩

が
あ
る
。

五
言
。
山
斎
。
一
絶
。　

河
嶋
皇
子
（
詩
番
三
）

塵
外
年
光
満
。
林
間
物
候
明
。

塵
外
年
光
満
ち
、林
間
物
候
明
ら
か
な
り
。

風
月
澄
遊
席
。
松
桂
期
交
情
。

風
月
遊
席
に
澄
み
、
松
桂
交
情
を
期
す（

１
）

。

こ
の
詩
題
の
「
山
斎
」
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
嶋
に
見
立
て
て
池
の
中
に

設
置
さ
れ
る
築
山
や
石
の
構
築
物
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
様
式
の
庭
園
を
指
す

と
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
庭
園
を
備
え
た
別
荘
の
こ
と
を
も
指
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
河
嶋
皇
子
の
山
斎
の
詩
は
、「
塵
外
」
で
あ
る
こ
と
、「
物
候
」
を
愛
で
る

こ
と
、「
遊
席
」
に
臨
む
こ
と
、「
交
情
を
期
す
」
こ
と
、
と
い
う
四
つ
の
要
素

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
こ
の
四
つ
の
要
素
は
他
の
山
斎
や
庭
園
を
詠
む
詩
を

捉
え
る
上
で
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
学

作
品
の
中
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
庭
園
が
い
か
な
る
理
念
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う

な
機
能
を
持
ち
得
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
多
く
の
課
題

が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
古
代
日
本
に
形
成
さ
れ
た
庭
園
と
文

学
表
現
に
つ
い
て
、『
懐
風
藻
』
の
「
山
斎
」
を
詠
む
詩
を
と
お
し
て
、
そ
の

文
学
的
理
念
と
、
庭
園
を
詠
む
詩
が
い
か
な
る
美
学
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

二
　
須
弥
山
の
思
想
と
古
代
日
本
の
庭
園
の
形
成

『
懐
風
藻
』
の
山
斎
詩
を
取
り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
古
代
日
本
に
お
け
る
東
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圃
」「
苑
」な
ど
が
認
め
ら
れ
る
。「
シ
マ
」に
つ
い
て
は
、天
治
本『
新
撰
字
鏡
』

の
「
嶼
」
に
は
「
上
山
豊
皀
山
乃
三
祢
太
乎
利
又
井
太
乎
利
又
志
万
」
と
あ
り
、

「
㠀
嶋
」
に
は
「
志
万
」
と
あ
る（

４
）

。
上
記
の
古
辞
書
に
み
ら
れ
た
庭
園
に
関
す

る
漢
語
を
『
説
文
解
字
』
に
よ
っ
て
確
か
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

庭　

宮
中
也
从
广
延
聲
〔
特
丁
反
〕

　
　

㠀　

海
中
往
往
有
山
可
依
止
曰
㠀
从
山
鳥
聲
読
若
詩
曰
蔦
與
女
蘿

　
　
　
　
〔
都
皓
反
〕

　
　

嶼　
〔
㠀
也
从
山
與
聲
徐
呂
切
〕

　
　

苑　

所
以
養
禽
獣
也
从
艸
夗
聲
〔
於
阮
切
〕

　
　

囿　

苑
有
垣
也
从
口
有
聲
一
曰
禽
獣
曰
囿
〔
于
救
切
〕

　
　

園　

所
以
樹
果
也
从
口
袁
聲
〔
羽
元
切
〕

　
　

圃　

穜
菜
曰
圃
从
口
甫
聲
〔
博
古
切
〕（
５
）

『
説
文
解
字
』
に
よ
れ
ば
、「
庭
」
は
宮
中
で
あ
る
と
い
い
、
こ
れ
は
『
日
本

書
紀
』
に
「
掖
庭
」
や
「
朝
庭
」
の
語
が
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
と
重
な
る
も
の

で
あ
る
。「
㠀
」
は
先
に
『
和
名
類
聚
抄
』
の
「
島
嶼
」
に
引
用
さ
れ
て
い
た

も
の
で
、
海
中
の
依
る
べ
き
山
の
こ
と
を
指
し
、「
嶼
」
も
ま
た
「
㠀
」
と
同

義
で
あ
る
。「
苑
」
は
禽
獣
を
養
う
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
い
、「
囿
」
は
垣
の
あ

る
「
苑
」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
「
園
」
は
果
樹
の
あ
る
と
こ
ろ
を
指
し
、「
圃
」

は
菜
を
植
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
。

以
上
に
よ
れ
ば
、「
庭
」
や
「
ニ
ハ
」
は
広
く
平
ら
な
場
所
、
ひ
い
て
は
宮

中
を
指
す
も
の
で
あ
り
、「
嶋
」
や
「
シ
マ
」
は
海
の
中
に
あ
る
山
の
こ
と
を

ア
ジ
ア
的
な
庭
園
の
受
容
の
様
相
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
古
代
日
本
の
庭
園

を
示
す
一
般
的
な
和
語
と
漢
語
に
は
、「
ニ
ハ
」（
庭
）、「
ソ
ノ
」（
園
・
苑
・
囿
）、「
シ

マ
」（
島
・
山
斎
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
こ
れ
ら
の
和
語
や
漢
語
を

と
お
し
て
、
日
本
と
中
国
の
古
辞
書
か
ら
、
字
義
や
語
義
を
確
認
す
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
元
和
本
『
和
名
類
聚
抄（

２
）

』
に
お
い
て
、
和
語
「
シ
マ
」
を
示
す
言
葉

と
し
て
は
「
島
嶼
」
が
挙
げ
ら
れ
、「
説
文
云
島
海
中
山
可
依
止
也
都
皓
反
一

音
鳥
〔
和
名
之
万
〕
唐
韻
云
嶼
徐
呂
反
上
聲
之
重
與
序
同
海
中
洲
也
〔
和
名
同
上
〕」

と
あ
り
、『
説
文
解
字
』
に
は
海
中
に
あ
っ
て
依
っ
て
止
ま
る
べ
き
場
所
で
あ

る
と
い
い
、『
唐
韻
』
に
は
海
中
の
洲
を
指
す
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
を
引
用
し

て
い
る
。
ま
た
、「
ソ
ノ
」
に
つ
い
て
は
「
園
圃　

四
聲
字
苑
云
園
圃
所
以
城

養
禽
獣
也
猨
浦
二
音
〔
和
名
曽
乃
一
云
曽
乃
布
〕」
と
あ
り
、
城
に
お
い
て
禽
獣
を

養
う
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
い
、
ま
た
「
苑
囿　

周
礼
注
云
囿
今
之
苑
遠
宥
二
音

囿
又
音
育
〔
和
名
同
上
〕（
※
筆
者
注
：「
和
名
同
上
」
は
「
苑
囿
」
の
項
の
「
曽
乃
一
云
曽
乃

布
」
を
指
す
。）」
と
も
あ
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄（

３
）

』
に
お
い
て
「
ニ
ハ
」

を
あ
ら
わ
す
字
に
は
「
庭
」「
埴
」「
坦
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、「
庭
」
は
「
ニ

ハ　

ナ
ヲ
シ　

タ
ヽ
シ　

チ
マ
タ
―
―
歟　

ヲ
ホ
キ
ナ
リ　

オ
ホ
シ　

ハ
」
と

あ
り
、「
埴
」
は
「
ハ
ニ　

ニ
ハ　

ホ
ル　

ツ
チ　

ウ
ツ
ム　

土
ク
レ
」、「
坦
」

は
「
タ
ヒ
ラ
カ
ナ
リ　

ア
キ
ラ
カ
ナ
リ　

オ
ホ
キ
ナ
リ　

ヤ
ス
シ　

ニ
ハ　

ト

シ　

禾
タ
レ　

ア
ラ
ハ
ス
」な
ど
と
あ
る
。「
庭
」「
坦
」の
字
義
に
よ
れ
ば
、「
ニ

ハ
」
は
大
き
く
、
平
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、「
シ
マ
」

を
あ
ら
わ
す
字
に
は「
嶋
」「
嶼
」が
あ
り
、「
ソ
ノ
」を
あ
ら
わ
す
字
に
は「
囿
」「
園
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だ
人
々
は
彼
を
海
に
捨
て
よ
う
と
し
た
。
す
る
と
そ
の
百
済
人
は
、
自
分
に

は
特
別
な
才
能
が
あ
り
、「
能
く
山
岳
の
形
を
構
く
」
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

そ
の
こ
と
を
受
け
て
、
南
庭
に
須
弥
山
の
形
と
呉
橋
を
作
ら
せ
た
と
あ
る
。
こ

の
百
済
人
の
路
子
工
の
造
形
し
た
も
の
は
、
古
代
日
本
の
庭
園
の
起
源
を
語
る

も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
須
弥
山
様
式
の
庭
園
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
る
。
須
弥
山
は
海
中
に
そ
び
え
立
つ
巨
山
で
あ
り
、
そ
の
周
囲
を
日
月
が

め
ぐ
る
と
い
う
、
世
界
の
中
心
と
な
る
山
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
世
界
山
の
思

想
が
、
中
国
か
ら
韓
半
島
を
経
て
、
推
古
朝
に
は
庭
園
を
と
お
し
て
す
で
に
受

容
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
続
く
推
古
紀
三
十
四
年
五
月
条
に
は
、
蘇
我
馬
子

薨
去
の
記
事
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
庭
の
池
に
配
さ
れ
る
「
嶋
」
の
起
こ
り
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

夏
五
月
の
戊
子
の
朔
丁
未
に
、
大
臣
薨
せ
ぬ
。
仍
り
て
桃
原
墓
に
葬
る
。

大
臣
は
稲
目
宿
祢
の
子
な
り
。
性
、
武
略
有
り
て
、
亦
弁
才
有
り
。
以
て

三
宝
を
恭
み
敬
ひ
て
、
飛
鳥
河
の
傍
に
家
せ
り
。
乃
ち
庭
の
中
に
小
な
る

池
を
開
れ
り
。
仍
り
て
小
な
る
嶋
を
池
の
中
に
興
く
。
故
、
時
の
人
、
嶋

大
臣
と
曰
ふ
。

馬
子
は
飛
鳥
川
の
ほ
と
り
の
自
邸
の
庭
に
池
を
造
り
、
そ
の
中
に
小
さ
な
嶋

を
築
い
た
と
い
う
。
島
庄
遺
跡
が
馬
子
邸
と
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す

る
な
ら
ば
、
島
庄
遺
跡
に
み
る
園
池
は
、
あ
る
い
は
こ
の
記
事
の
池
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
彼
が
「
嶋
大
臣
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、当
時
の
人
々

に
は
、
池
の
中
に
嶋
を
配
し
た
庭
は
、
奇
異
な
光
景
と
し
て
映
っ
た
も
の
と
思

指
し
、「
苑
」「
囿
」「
園
」「
圃
」
な
ど
の
「
ソ
ノ
」
は
、
禽
獣
や
果
樹
、
食
物

と
し
て
の
菜
を
栽
培
・
飼
育
す
る
特
定
の
場
所
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
こ
に
は
、

自
然
物
を
指
す
場
合
と
、
人
の
手
に
よ
る
造
作
物
を
指
す
場
合
と
が
あ
る
。
そ

の
中
で
も
、
植
物
を
栽
培
す
る
こ
と
や
動
物
を
飼
育
す
る
と
い
う
行
為
は
、
自

然
を
管
理
し
、
人
工
的
な
自
然
を
作
り
出
す
行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。
長
屋

王
邸
木
簡
に
み
え
る
「
御
薗
」
は
そ
う
し
た
菜
園
で
あ
ろ
う
。
庭
園
と
は
、
限

ら
れ
た
空
間
・
領
域
に
お
い
て
自
然
を
管
理
す
る
所
で
あ
り
、
ま
た
人
工
的
に

自
然
の
風
景
を
作
り
出
す
所
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

庭
園
が
あ
る
特
別
な
思
想
の
も
と
に
、
人
工
的
な
造
形
に
よ
る
風
景
を
形
成

し
た
事
例
は
、『
日
本
書
紀
』
の
推
古
天
皇
二
十
年
の
記
事
に
み
る
こ
と
が
で

き
る
。是

歳
、
百
済
国
よ
り
化
来
る
者
有
り
。
其
の
面
身
、
皆
斑
白
な
り
。
若
し

く
は
白
癩
有
る
者
か
。
其
の
人
に
異
な
る
こ
と
を
悪
み
て
、
海
中
の
嶋
に

棄
て
む
と
す
。
然
る
に
其
の
人
の
曰
は
く
、「
若
し
臣
の
斑
皮
を
悪
み
た

ま
は
ば
、
白
斑
な
る
牛
馬
を
ば
、
国
の
中
に
畜
ふ
べ
か
ら
ず
。
亦
臣
、
小

な
る
才
有
り
。
能
く
山
岳
の
形
を
構
く
。
其
れ
臣
を
留
め
て
用
ゐ
た
ま
は

ば
、
国
の
為
に
利
有
り
な
む
。
何
ぞ
空
し
く
海
の
嶋
に
棄
つ
る
や
」
と
い

ふ
。
是
に
、
其
の
辞
を
聴
き
て
棄
て
ず
。
仍
り
て
須
弥
山
の
形
及
び
呉
橋

を
南
庭
に
構
け
と
令
す
。
時
の
人
、
其
の
人
を
号
け
て
、
路
子
工
と
曰
ふ
。

亦
の
名
は
芝
耆
摩
呂（

６
）

。

こ
の
記
事
に
は
、
顔
も
身
体
も
白
く
ま
だ
ら
な
百
済
人
が
渡
来
し
、
怪
し
ん
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を
備
え
て
お
り
、
水
位
差
を
利
用
し
て
下
段
の
石
の
底
か
ら
水
を
引
き
上
げ
る

構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
須
弥
山
石
の
周
囲
に
は
水
の
存
在
は
不
可
欠

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
石
神
遺
跡
の
須
弥
山
石
と
、
右
の
三
例
が
指
す
「
須

弥
山
」
が
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
の
確
証
は
無
い
が
、
こ
れ
ら
の
「
須
弥
山
」

も
海
に
見
立
て
た
池
の
中
に
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
右
の
三
例
は
覩
貨
邏
人
・
蝦
夷
・
粛
慎
四
十
七
人

に
宴
を
賜
っ
た
場
所
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
異
民
族
の
客
人
を
も
て
な
す
た
め
の

施
設
に
、
須
弥
山
を
配
し
た
庭
園
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
須
弥
山
が
世
界
山
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
庭
の
主
で
あ
る
王
は
仏
教
的

な
世
界
山
を
も
手
に
入
れ
て
、
こ
の
世
界
に
君
臨
す
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

り
、
王
の
権
威
や
権
力
を
象
徴
す
る
築
造
物
で
あ
っ
た
と
理
解
で
き
よ
う
。

『
日
本
書
紀
』
に
み
え
る
古
代
の
庭
園
は
、
百
済
人
の
路
子
工
に
よ
る
須
弥

山
と
呉
橋
の
造
営
に
は
じ
ま
り
、
異
民
族
の
饗
宴
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

一
方
、
古
代
日
本
の
文
学
に
お
け
る
庭
園
の
受
容
は
『
万
葉
集
』
に
も
み
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
中
国
文
学
を
と
お
し
て
漢
詩
文
学
の
中
に
も
受

容
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。『
懐
風
藻
』
の
庭
園
の
表
現
に
つ
い
て
、
中
西
進
氏

は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

・
実
は
、
す
で
に
右
に
お
い
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
右
の
諸
語（

７
）

は
曲
水

宴
を
中
心
と
す
る
園
池
の
情
景
で
も
あ
っ
た
。「
園
」
も
「
禁
園
」（
（1
）「
禁

苑
」（
11
）「
芳
苑
」（
11
）「
金
苑
」（
４
）「
山
園
」（
11
）「
園
裏
」（
（1
）「
苑

中
」（
1（
）
の
ご
と
く
歌
わ
れ
、「
林
園
」（
11
）「
園
柳
」（
11
）
と
も
よ
ま
れ

わ
れ
る
。
馬
子
が
池
に
嶋
を
配
し
た
の
は
、
路
子
工
が
宮
廷
の
南
庭
に
須
弥
山

を
築
造
し
た
の
と
同
様
の
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
池
に
嶋

を
立
て
る
と
い
う
造
園
の
様
式
が
、
百
済
を
と
お
し
て
古
代
日
本
に
お
い
て
も

成
立
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
須
弥
山
様
式
の
嶋
の
造
形

は
、
斉
明
天
皇
の
時
代
に
は
特
別
な
築
造
物
と
さ
れ
た
こ
と
が
、
次
の
三
つ
の

記
事
か
ら
認
め
ら
れ
る
。

①
斉
明
天
皇
三
年
七
月
条

辛
丑
に
、
須
弥
山
の
像
を
飛
鳥
寺
の
西
に
作
る
。
且
、
盂
蘭
瓫
会
設
く
。

暮
に
覩
貨
邏
人
に
饗
た
ま
ふ
。〔
或
本
に
云
は
く
、
堕
羅
人
と
い
ふ
。〕　

②
斉
明
天
皇
五
年
三
月
条

甲
午
に
、
甘
檮
丘
の
東
の
川
上
に
、
須
弥
山
を
造
り
て
、
陸
奥
と
越

と
の
蝦
夷
に
饗
た
ま
ふ
。

③
斉
明
天
皇
六
年
五
月
条

又
、
石
上
池
の
辺
に
、
須
弥
山
を
作
る
。
高
さ
廟
塔
の
如
し
。
以
て

肅
慎
四
十
七
人
に
饗
た
ま
ふ
。

①
斉
明
天
皇
三
年
七
月
条
で
は
飛
鳥
寺
の
西
方
に
、
②
五
年
三
月
条
で
は
甘

樫
丘
の
東
方
に
、
③
六
年
五
月
条
で
は
石
上
池
の
ほ
と
り
に
須
弥
山
を
造
っ
た

と
あ
る
。
②
は
、
須
弥
山
石
が
出
土
し
た
石
神
遺
跡
付
近
を
想
像
さ
せ
る
位

置
で
あ
り
、
①
も
甘
樫
丘
の
東
を
流
れ
る
飛
鳥
川
に
ほ
ど
近
い
場
所
で
あ
ろ

う
。
③
の
石
上
池
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
飛
鳥
の
い
ず
れ
か
の
地
を
指
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
石
神
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
須
弥
山
石
は
噴
水
機
能
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り
仏
教
的
に
は
極
楽
浄
土
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
あ
る（

９
）

」と
述
べ
て
い
る
。ま
た
、『
懐

風
藻
』
の
庭
園
も
含
め
た
山
に
対
す
る
思
想
に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

『
懐
風
藻
』
の
山
岳
風
景
は
、
崑
崙
山
や
三
神
山
（
方
丈
・
蓬
萊
・
瀛
洲
）
を

基
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
山
岳
の
造
形
は
吉
野
山
で
あ
っ

た
り
、
あ
る
い
は
宮
中
の
庭
園
で
あ
っ
た
り
す
る
。（
中
略
）
崑
山
や
瑤
水

や
玄
圃
は
崑
崙
山
世
界
で
あ
り
、
蓬
や
瀛
や
方
丈
は
三
神
山
の
世
界
で
あ

る
。
こ
う
し
た
崑
山
や
神
山
に
対
す
る
関
心
は
、
世
界
観
へ
の
認
識
、
異

界
へ
の
関
心
、
そ
し
て
永
遠
へ
の
欲
望
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら

は
基
本
的
に
は
、
ま
ず
天
皇
の
権
威
を
示
し
そ
の
永
遠
を
願
う
も
の
で

あ
っ
た
。
応
詔
詩
や
吉
野
遊
覧
詩
に
見
ら
れ
る
理
由
は
そ
こ
に
あ
る
。
そ

う
し
た
崑
崙
山
や
三
神
山
は
、
須
弥
山
の
世
界
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
二
つ
の
山
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
交
叉
し
重
ね
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
二
つ
の
山
は
世
界
山
の

思
想
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
に
重
な
り
が
生

じ
る
の
も
必
然
で
あ
ろ
う
。
古
代
の
日
本
人
が
理
解
し
た
崑
崙
山
や
三
神

山
が
須
弥
山
の
イ
メ
ー
ジ
と
大
き
く
重
な
る
の
も
そ
こ
に
理
由
が
あ
る）

（1
（

。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
る
崑
崙
山
・
三
神
山
の
思
想
は
、
庭
園
に
お
け
る
神
仙
思

想
の
受
容
の
在
り
方
を
示
す
も
の
で
あ
り
、『
懐
風
藻
』
の
山
斎
詩
を
紐
解
く

上
で
重
要
な
指
摘
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
神
仙
思
想
と
と
も
に
、
須

弥
山
（Sum

eru
）
に
よ
る
世
界
山
の
思
想
は
、
古
代
日
本
の
中
で
は
様
々
な
形

て
い
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
き
わ
め
て
多
く
詩
興
の
集
中
す
る
の
は
、

や
は
り
、「
池
」
で
あ
っ
た
。

・
一
方
彼
ら
は
庭
園
の
自
然
の
中
に
も
山
水
の
美
を
集
約
し
て
歌
っ
て
い

た
。
彼
ら
を
し
て
か
く
あ
ら
し
め
た
も
の
は
、
万
里
が
い
み
じ
く
も
「
城

市
元
無
好
」（
11
）
と
歌
っ
て
い
る
よ
う
に
、“
山
”
の
高
く
俗
を
越
え
る

と
こ
ろ
と
、“
水
”
の
清
ら
か
に
俗
を
離
れ
る
と
こ
ろ
と
の
あ
っ
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
彼
ら
が
“
林
”
を
好
ん
で
歌
う
の
も
、
七
賢
の
竹
林
さ
な
が

ら
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
（
語
例
略
）。
し
か
も
、
そ
れ
は
、
事
実
に
お
い

て
高
く
清
ら
か
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
そ
の
孤
高
さ
が
唐
土
官
人
の
故
事

に
お
い
て
庶
幾
さ
れ
て
い
た
と
い
う
文
学
伝
統
に
も
よ
っ
て
い
た
。
彼
ら

が
庭
園
詩
の
中
に
山
水
の
美
を
造
形
し
た
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
後
者
に

よ
っ
て
い
よ
う（

８
）

。

中
西
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、『
懐
風
藻
』
の
庭
園
の
表
現
に
は
池
を
め
ぐ

る
も
の
が
多
く
、
ま
た
『
懐
風
藻
』
に
山
水
詩
の
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
古

代
中
国
の
官
人
た
ち
の
文
学
世
界
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

辰
巳
正
明
氏
は
、『
懐
風
藻
』
の
山
斎
詩
や
長
屋
王
邸
（
作
宝
楼
）
に
お
け
る
詩
、

あ
る
い
は
『
万
葉
集
』
の
内
蔵
縄
麻
呂
邸
に
お
け
る
「
時
に
、
雪
を
積
み
て
重

巌
の
起
て
る
を
彫
り
成
し
、
奇
巧
に
草
樹
の
花
を
綵
り
発
る
。
此
を
属
て
掾
久

米
朝
臣
広
縄
の
作
れ
る
歌
一
首
」（
巻
十
九
・
四
二
三
一
）、
そ
れ
に
連
な
る
「
遊

行
女
婦
蒲
生
娘
子
の
歌
一
首
」（
同
・
四
二
三
二
）
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
ら
に
あ
ら

わ
れ
る
古
代
日
本
の
庭
園
は
、「
老
荘
的
に
は
神
仙
世
界
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
あ
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で
に
神
仙
世
界
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
庭
園
が
造
営
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の

『
三
国
史
記
』
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
。

百
済
本
紀
第
五
・
武
王
三
十
五
年
三
月
条

穿
池
於
宮
南
。
引
水
二
十
餘
里
。
四
岸
植
以
楊
柳
。
水
中
築
島
嶼
。

擬
方
丈
仙
山
。

新
羅
本
紀
第
七
・
文
武
王
十
四
年
二
月
条

宮
内
穿
池
造
山
。
種
花
草
。
養
珍
禽
奇
獣）

（1
（

。

百
済
本
紀
に
は
、
宮
の
南
に
水
を
引
い
て
四
辺
の
岸
に
楊
柳
を
植
え
、
池
の

中
に
は
島
嶼
を
築
い
た
と
あ
る
。
こ
の
島
嶼
は
「
方
丈
仙
山
」
に
擬
え
た
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
池
中
の
島
嶼
は
三
神
山
の
一
つ
で
あ
る
方
丈
山
で
あ
り
、
こ
の

庭
園
は
神
仙
世
界
を
写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
新
羅
本
紀
に

は
、
宮
の
内
に
池
を
掘
っ
て
山
を
造
り
、
草
花
を
植
え
、
珍
し
い
禽
獣
を
飼
っ

て
い
た
と
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
池
の
中
に
山
を
造
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
須

弥
山
や
三
神
山
を
象
っ
た
園
囿
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
庭
園
を
形
成
す
る
理
念
は
、
辰
巳
氏
や
寺
川
氏
の
指
摘
す
る
よ

う
に
、
古
代
中
国
の
思
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、『
史
記
』
孝
武

本
紀
第
十
二
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

是
に
於
て
、
建
章
宮
を
作
る
。
度
り
て
千
門
万
戸
を
為
る
。
前
殿
は
度

る
に
未
央
よ
り
も
高
し
。
其
の
東
に
は
則
ち
鳳
闕
あ
り
、
高
さ
二
十
餘
丈
。

其
の
西
に
は
則
ち
唐
中
、
数
十
里
の
虎
圏
あ
り
。
其
の
北
に
は
、
大
池
・

漸
台
を
治
む
、
高
さ
二
十
餘
丈
。
名
づ
け
て
泰
液
と
曰
ふ
。
池
の
中
に
蓬

で
受
容
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
寺
川
眞
知
夫
氏
は
そ
の
受
容
の
在
り
方
を
次
の
よ

う
に
説
明
し
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
本
格
的
に
庭
園
が
庭
園
と
し
て
意
識
さ
れ
つ
つ
造
作
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
中
国
の
思
想
信
仰
あ
る
い
は
習
俗
と
結
び
つ

き
、
そ
れ
ら
の
理
念
を
具
体
化
す
る
装
置
と
し
て
の
庭
園
モ
デ
ル
を
朝

鮮
半
島
諸
国
の
人
を
介
し
て
受
容
し
た
と
こ
ろ
か
ら
展
開
し
た
と
わ
か

る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
図
式
的
に
い
え
ば
、
最
初
は
仏
教
的
な
理
念
、
続

い
て
道
教
・
神
仙
思
想
に
依
拠
し
た
理
念
、
次
は
儒
教
的
な
理
念
に
も
と

づ
い
た
庭
園
と
い
う
ふ
う
に
展
開
し
、
平
城
京
に
至
っ
て
そ
れ
ら
を
総
合

し
、
日
本
人
の
好
み
に
合
わ
せ
た
改
変
を
加
え
、
中
国
的
理
念
を
薄
め
つ

つ
、
平
安
時
代
に
は
い
る
と
日
本
独
自
の
庭
園
と
し
て
展
開
し
た
よ
う
に

み
え
る）

（（
（

。

先
に
み
た
推
古
紀
の
須
弥
山
が
百
済
人
の
路
子
工
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
、
さ

ら
に
呉
橋
を
造
っ
た
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
は
古
代
中
国
南
部
の
呉
の
国

に
由
来
す
る
技
術
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
古
代
日
本
の
仏
教
は
、
持
統

朝
の
釈
智
蔵
が
呉
・
越
の
間
に
師
を
求
め
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
南
方
の
仏
教

を
受
容
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
呉
橋
も
そ
の
一
つ
の
象
徴
で
あ
ろ
う
。
古
代
中

国
や
韓
半
島
に
お
け
る
庭
園
の
思
想
は
、
す
で
に
仏
教
の
浄
土
思
想
や
、
道
教

の
神
仙
思
想
を
モ
デ
ル
と
し
た
特
別
な
世
界
観
に
基
づ
い
た
造
形
で
あ
り
、
東

ア
ジ
ア
で
は
王
や
仏
の
理
念
世
界
が
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

推
古
朝
に
百
済
か
ら
渡
来
し
た
路
子
工
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
韓
半
島
で
は
、
す
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三
年
所
穿
也
。（
中
略
）
又
作
二
石
人
。
東
西
相
対
。
以
象
牽
牛
織
女）

（1
（

」
と
あ
り
、

漢
の
武
帝
の
昆
明
池
に
は
、
東
西
に
牽
牛
・
織
女
を
象
っ
た
石
人
が
対
置
さ
れ

て
い
た
と
い
う
。
昆
明
池
も
、
始
皇
帝
の
咸
陽
の
都
と
同
様
の
理
念
に
よ
っ
て

造
営
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
牽
牛
・
織
女
の
七
夕
伝
説
は
、
天
子
の
庭
園
と

し
て
地
上
に
再
現
さ
れ
た
の
で
あ
る）

（1
（

。
こ
れ
ら
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
庭
園
と
は
、

宇
宙
や
天
宮
、
神
仙
世
界
な
ど
の
こ
の
世
の
外
の
世
界
観
を
示
す
思
想
に
基
づ

き
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
異
界
を
地
上
に
現
前
さ
せ
る
手
段
な
の
だ
と
い
え
る
。

古
代
日
本
に
受
容
さ
れ
た
須
弥
山
や
嶋
を
配
す
る
庭
園
も
、
そ
の
背
後
に
あ
る

思
想
を
受
容
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
空
間
の
中
に
新
た
な
世
界
観
を
再
現
し
よ

う
と
い
う
理
念
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ
こ
に
は
王
の
宇
宙

観
や
永
遠
な
る
世
界
が
象
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
念
を
受
け
て
成
立

す
る
の
が
、『
懐
風
藻
』
や
『
万
葉
集
』
の
庭
園
を
詠
む
詩
歌
で
あ
り
、
具
体

的
に
は
「
山
斎
」
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
る
庭
園
空
間
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

三
　『
懐
風
藻
』
の
山
斎
の
詩
と
美
学

古
代
東
ア
ジ
ア
の
庭
園
は
、
神
仙
思
想
や
仏
教
思
想
を
交
え
た
王
宮
の
庭

園
を
そ
の
始
発
と
し
て
、
古
代
日
本
の
中
に
も
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
。
王
宮

の
庭
園
は
、
や
が
て
皇
族
や
貴
族
、
高
級
官
人
た
ち
の
間
に
も
広
が
り
、
奈
良

朝
に
は
そ
れ
ら
の
邸
宅
に
庭
園
を
築
く
こ
と
が
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

萊
・
方
丈
・
瀛
洲
・
壺
梁
有
り
、
海
中
の
神
山
亀
魚
の
属
に
象
る
。
其
の

南
に
は
玉
堂
・
璧
門
・
大
鳥
の
属
有
り
。
乃
ち
神
明
台
・
井
幹
楼
を
立
つ
。

度
る
に
五
十
餘
丈
。
輦
道
相
属
く
。

〔
於
是
、作
建
章
宮
。
度
為
千
門
万
戸
。
前
殿
度
高
未
央
。
其
東
則
鳳
闕
、高
二
十
餘
丈
。
其
西
、

則
唐
中
、
数
十
里
虎
圏
。
其
北
、
治
大
池
・
漸
台
、
高
二
十
餘
丈
。
名
曰
泰
液
。
池
中
有
蓬

萊
・
方
丈
・
瀛
洲
・
壺
梁
。
象
海
中
神
山
亀
魚
之
属
。
其
南
、
有
玉
堂
・
璧
門
・
大
鳥
之
属
。

乃
立
神
明
台
・
井
幹
楼
。
度
五
十
餘
丈
。
輦
道
相
属
焉
。〕（

（1
）

こ
れ
は
孝
武
帝
が
柏
梁
台
の
焼
失
後
に
建
章
宮
を
造
営
す
る
記
述
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
泰
液
池
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
池
に
は
、
蓬

萊
・
方
丈
・
瀛
洲
・
壺
梁
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
海
中
の
神
山
亀
魚
に
似
せ
て
造
っ

た
と
あ
る
。
池
の
中
に
こ
れ
ら
の
山
を
作
る
と
い
う
こ
と
は
、
東
海
に
浮
か
ぶ

神
山
を
模
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
三
神
山
は
亀
の
背
中
に
あ
る
山
と
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
池
を
中
心
と
し
た
風
景
の
中
に
、
神
仙
世
界
が
創
造
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
三
神
山
の
思
想
は
秦
の
始
皇
帝
が
好
ん
だ
も
の
で
も
あ
る
が
、
一
方
で

始
皇
帝
は
天
の
紫
微
宮
に
な
ぞ
ら
え
て
、
咸
陽
の
宮
殿
を
造
営
し
て
い
る
。
そ

の
様
子
が
『
三
輔
黄
図
』
巻
一
・
咸
陽
故
城
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
宮
殿
の
中

を
通
る
渭
水
を
天
漢
に
見
立
て
、
横
橋
は
牽
牛
星
の
方
角
に
従
っ
て
南
に
渡
し

た
の
だ
と
い
う）

（1
（

。
こ
れ
は
天
漢
を
地
上
に
写
し
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
七
夕
伝

説
の
牽
牛
・
織
女
を
も
地
上
へ
写
し
取
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、『
初
学
記
』
巻
七
・
昆
明
池
第
四
に
は
「
昆
明
池
。
漢
武
帝
元
狩
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の
も
の
が
、
絵
画
的
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
山
斎
の
庭
園
は
詩
を
詠
む
施
設
と
さ
れ
る
こ
と
で
、
そ
こ
で

は
詩
宴
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
事
例
は
、『
懐
風
藻
』
の
長

屋
王
の
「
初
春
於
作
宝
楼
置
酒
」
と
題
す
る
詩
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。「
作
宝
楼
」
と
は
、
佐
保
の
地
に
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
王
の

別
邸
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
次
の
詩
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

五
言
。
初
春
於
作
宝
楼
置
酒
。　

長
屋
王
（
詩
番
六
十
九
）

景
麗
金
谷
室
。
年
開
積
草
春
。

景
は
麗
し
金
谷
の
室
、
年
は
開
く
積
草



の
春
。

松
烟
双
吐
翠
。
桜
柳
分
含
新
。

松
烟
双
び
て
翠
を
吐
き
、
桜
柳
分
か
れ



て
新
た
な
る
を
含
む
。

嶽
高
闇
雲
路
。
魚
驚
乱
藻
浜
。

嶽
は
高
し
闇
雲
の
路
、
魚
は
驚
く
乱
藻



の
浜
。

激
泉
移
舞
袖
。
流
声
韵
松
筠
。

激
泉
に
舞
袖
移
せ
ば
、
流
声
松
筠
に
韵



く
。

初
句
の
「
金
谷
室
」
は
、
晋
の
石
崇
と
い
う
富
豪
の
別
荘
で
あ
り
、「
金
谷

園
」
な
ど
と
も
称
さ
れ
、
盛
大
な
宴
会
が
開
か
れ
た
著
名
な
庭
園
で
あ
る
。
そ

の
金
谷
室
の
ご
と
き
盛
大
な
宴
が
、
作
宝
楼
で
も
行
わ
れ
て
い
る
、
そ
う
あ
り

た
い
と
願
う
王
の
言
挙
げ
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
松
烟
と
桜
柳
の
景
、
高
く

そ
び
え
る
嶽
と
浜
辺
に
騒
ぐ
魚
の
様
子
、
激
し
く
流
れ
落
ち
る
滝
と
、
そ
こ
に

響
き
渡
る
松
籟
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
初
春
に
ふ
さ
わ
し
い
季
節
の
景

の
で
あ
る
。
王
の
宮
庭
か
ら
貴
族
や
官
人
た
ち
へ
と
広
が
っ
た
庭
園
は
、
庭
園

を
詠
む
詩
の
成
立
へ
と
向
か
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
世
俗
を
離
れ
た
異

界
と
し
て
の
庭
園
に
、
詩
歌
の
創
作
の
場
を
求
め
、
詩
文
を
楽
し
む
施
設
と
し

て
の
役
割
が
あ
ら
わ
れ
始
め
た
た
め
で
あ
る
。
中
国
六
朝
期
の
詩
文
に
は
そ
の

よ
う
な
傾
向
が
強
く
あ
ら
わ
れ
、
庭
園
を
詠
む
詩
が
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
こ
に
は
「
山
斎
」
を
題
と
す
る
詩
も
登
場
す
る
。
た
と
え
ば
、
庾
信
の

「
山
斎
詩
」（
北
周
詩
・
巻
四
）
に
は
、「
石
影
橫
臨
水
。
山
雲
半
繞
峯
。
遥
想
山

中
店
。
懸
知
春
酒
濃）

（1
（

」
と
詠
ま
れ
、
石
の
影
が
水
に
臨
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
池
中
の
嶋
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
峯
の
半
ば
に

雲
が
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
表
現
か
ら
は
、
神
仙
境
の
趣
を
あ
ら
わ
し
て
い
る

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
そ
れ
が
山
斎
の
風
景
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の

山
斎
の
風
景
に
よ
っ
て
、
深
山
幽
谷
の
景
へ
思
い
を
は
せ
る
の
で
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
山
水
の
中
で
春
の
酒
を
楽
し
む
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。「
山
雲
半
繞

峯
」
の
よ
う
に
、
雲
が
山
峯
に
掛
か
る
と
い
う
表
現
は
山
斎
詩
の
一
つ
の
特
徴

で
あ
る
よ
う
で
、
同
じ
く
庾
信
の
「
詠
画
屏
風
詩
二
十
五
首
」（
北
周
詩
・
巻
四
）

に
お
い
て
も
「
洞
霊
開
靜
室
。
雲
気
満
山
斎
」
と
詠
ま
れ
、
雲
気
が
山
斎
に
満

ち
て
い
る
と
い
う
。
山
斎
に
造
形
さ
れ
た
山
は
、
高
く
そ
び
え
て
雲
に
隠
れ
る

よ
う
な
深
山
幽
谷
の
風
景
と
し
て
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る

の
は
、
こ
の
詩
題
が
「
詠
画
屏
風
」
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
屏
風
絵

に
山
斎
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
絵
に
基
づ
い
て
詩

が
詠
ま
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
山
斎
を
含
め
た
庭
園
そ
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葉
落
山
逾
静
。
風
涼
琴
益
微
。

葉
落
ち
て
山
逾
静
か
に
し
て
、
風
涼
し



く
琴
益
微
な
り
。

各
得
朝
野
趣
。
莫
論
攀
桂
期
。

各
朝
野
の
趣
を
得
た
り
、
攀
桂
の
期
を



論
ず
る
こ
と
莫
れ
。

Ｂ　
　

五
言
。
山
斎
言
志
。
一
首
。　

大
神
安
麻
呂
（
詩
番
三
十
九
）

欲
知
閑
居
趣
。
来
尋
山
水
幽
。

閑
居
の
趣
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
来
り
尋



ぬ
山
水
の
幽
。

浮
沈
烟
雲
外
。
攀
翫
野
花
秋
。

浮
沈
す
烟
雲
の
外
、
攀
翫
す
野
花
の
秋
。

稲
葉
負
霜
落
。
蟬
声
逐
吹
流
。

稲
葉
は
霜
を
負
い
て
落
り
、
蝉
声
は
吹



を
逐
い
て
流
る
。

祇
為
仁
智
賞
。
何
論
朝
市
遊
。

祇
に
仁
智
の
賞
を
為
す
の
み
、
何
ぞ
論



ぜ
ん
朝
市
の
遊
び
。

Ａ
の
中
臣
大
嶋
の
詩
は
、
宴
会
で
酒
を
飲
ん
で
は
別
荘
の
辺
り
を
散
策
し
、

さ
ら
に
足
を
延
ば
し
て
野
の
池
に
遊
ぶ
の
だ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
そ
の
池
の

様
子
は
、
雲
の
掛
か
っ
た
岸
で
は
、
寒
気
の
中
で
猿
が
哀
し
く
鳴
き
、
霧
の
立

ち
こ
め
る
池
の
畔
で
は
、
舟
を
漕
ぐ
梶
の
音
が
悲
し
く
聞
か
れ
る
と
い
う
。
そ

し
て
、
木
の
葉
の
落
ち
る
様
子
、
琴
の
音
の
繊
細
な
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
山
林
幽
谷
の
風
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
詩
題
に
あ

る
よ
う
に
「
山
斎
」
の
風
景
で
あ
り
、
山
斎
は
詩
の
趣
き
に
ふ
さ
わ
し
い
景
と

し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
七
句
目
の
「
朝
野
」
は
朝
廷
と
山
野
の
こ
と

物
と
、
作
宝
楼
の
庭
園
に
備
わ
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、
池
と
滝
の
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
滝
や
山
の
景
が
、
長
屋

王
の
邸
宅
跡
か
ら
出
土
し
た
「
楼
閣
山
水
之
図
」
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

「
楼
閣
山
水
之
図
」
は
、
廃
品
と
な
っ
た
折
敷
に
描
か
れ
た
墨
絵
と
習
書
で
あ

り
、
墨
絵
に
は
楼
閣
の
背
後
に
高
い
山
が
そ
び
え
、
そ
の
山
肌
か
ら
は
滝
が
流

れ
落
ち
て
い
る
。
そ
し
て
楼
閣
の
前
に
は
嶋
を
中
央
に
配
し
た
池
が
描
か
れ
て

お
り
、
そ
の
様
子
は
「
初
春
於
作
宝
楼
置
酒
」
の
詩
の
景
に
重
な
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
「
楼
閣
山
水
之
図
」
が
長
屋
王
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
は

不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
長
屋
王
周
辺
の
人
々
の
間
で
、
こ
の
よ
う
な
形

式
の
庭
園
が
絵
図
に
で
き
る
レ
ベ
ル
で
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
「
楼
閣
山
水
之
図
」
が
長
屋
王
邸
内
、
も
し
く
は
作
宝
楼
内
に
存

在
し
た
庭
園
の
様
子
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
ま
さ
に
庭
園
は
絵
画
的
な
景
観

で
あ
り
、
詩
文
を
作
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
美
景
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

詩
文
に
詠
ま
れ
る
山
斎
も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
庭
園
の
一
つ
の
景
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

冒
頭
に
挙
げ
た
河
嶋
皇
子
の
詩
の
ほ
か
に
、『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
「
山
斎
」

を
詠
む
詩
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
次
の
二
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。

Ａ　
　

五
言
。
山
斎
。
一
首
。　

中
臣
大
嶋
（
詩
番
十
三
）

宴
飲
遊
山
斎
。
遨
遊
臨
野
池
。

宴
飲
し
て
山
斎
に
遊
び
、
遨
遊
し
て
野



池
に
臨
む
。

雲
岸
寒
猨
嘯
。
霧
浦
挹
声
悲
。

雲
岸
の
寒
猨
嘯
き
、
霧
浦
の
挹
声
悲
し
。
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条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
い
わ
ゆ
る
詩
文
を

よ
く
す
る
士
大
夫
と
し
て
の
意
識
が
求
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
な
文
人
た
ち
の
交
流
と
詩
作
す
る
態
度
は
、
や
は
り
長
屋
王
邸

に
お
け
る
詩
の
交
流
に
お
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
の
三
首
の
詩

は
、『
懐
風
藻
』の
長
屋
王
邸
に
お
け
る
詩
の
一
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も「
山
斎
」

と
い
う
庭
園
を
詩
の
風
景
と
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

Ｃ　
　

五
言
。
秋
日
於
長
王
宅
宴
新
羅
客
一
首
。〈
賦
得
風
字
〉

背
奈
王
行
文
（
詩
番
六
十
）

嘉
賓
韵
小
雅
。
設
席
嘉
大
同
。

賓
を
嘉
し
て
小
雅
を
韵
い
、
席
を
設
け



て
大
同
を
嘉
す
。

鑒
流
開
筆
海
。
攀
桂
登
談
叢
。

流
れ
を
鑒
て
筆
海
を
開
き
、
桂
を
攀
じ



て
談
叢
に
登
る
。

盃
酒
皆
有
月
。
歌
声
共
逐
風
。

盃
酒
皆
な
月
有
り
、
歌
声
共
に
風
を
逐



う
。

何
事
専
対
士
。
幸
用
李
陵
弓
。

何
ぞ
専
対
の
士
を
事
と
す
、
幸
に
李
陵



の
弓
を
用
い
ん
。

Ｄ　
　

五
言
。
晩
秋
於
長
王
宅
宴
。
一
首
。　

田
中
浄
足
（
詩
番
六
十
六
）

苒
苒
秋
云
暮
。
飄
飄
葉
已
涼
。

苒
苒
と
し
て
秋
云
に
暮
れ
、
飄
飄
と
し



て
葉
已
に
涼
し
。

西
園
開
曲
席
。
東
閣
引
珪
璋
。

西
園
曲
席
を
開
き
、
東
閣
珪
璋
を
引
く
。

を
指
す
が
、
こ
の
場
合
の
「
野
」
は
前
四
句
に
詠
ま
れ
る
よ
う
な
神
仙
境
の
世

界
を
指
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
攀
桂
期
」
と
は
、
桂
を
よ
じ
折
る
こ

と
が
堅
い
友
情
を
示
す
と
い
う
、
中
国
の
故
事
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
宴
に
集
っ
た
者
た
ち
は
、
都
と
神
仙
境
の
両
方
の
趣
き
を
味
わ
っ
た

同
士
で
あ
り
、
い
ま
さ
ら
友
情
を
確
か
め
合
う
行
為
な
ど
必
要
の
な
い
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
山
斎
と
い
う
空
間
が
詩
作
の
た
め
の
施
設

と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

Ｂ
の
大
神
安
麻
呂
の
詩
は
、
余
暇
の
楽
し
み
を
知
ろ
う
と
し
て
山
水
の
静
寂

な
る
所
を
尋
ね
、
浮
か
び
流
れ
る
雲
を
眺
め
る
俗
世
間
の
外
で
は
、
野
の
花
が

盛
ん
に
咲
く
秋
の
季
節
を
賞
美
し
、
そ
れ
ら
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
。
そ
の
秋
の
風
光
は
、
稲
の
葉
に
降
る
霜
や
、
蝉
の
鳴
き
声
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
、
今
は
ひ
た
す
ら
山
水
仁
智
の
遊
び
を
楽
し
む
の
み
で
あ
り
、
ど

う
し
て
都
会
の
賑
や
か
な
遊
び
な
ど
を
話
題
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
、
山
斎
は
世
俗
を
離
れ
た
自
然
の
風
景
を
取
り
込
み
な

が
ら
、
山
水
庭
園
と
し
て
の
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
山
斎
は
囲
わ
れ
た
箱
庭

で
は
な
く
、
そ
の
四
囲
は
世
俗
を
離
れ
た
自
然
の
広
が
り
と
し
て
捉
え
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
首
か
ら
は
、
山
斎
に
お
い
て
詩
宴
を
催
し
、
塵
俗
を
離
れ
、
神
仙

の
ご
と
き
深
山
幽
谷
の
風
光
を
楽
し
み
、
友
と
篤
い
友
情
を
確
か
め
合
う
と

い
う
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
た
だ
山
水
を
遊
覧
す
る
と
い

う
の
で
は
な
く
、
官
人
と
し
て
の
任
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
山
水
に
遊
ぶ
と
い
う
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に
、
庭
園
に
臨
ん
で
同
心
の
者
を
招
い
て
詩
文
を
作
り
、
交
友
を
深
め
る
場
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。
Ｄ
の
田
中
浄
足
の
詩
の
五
・
六
句
目
に
は
「
水
庭
遊
鱗

戯
。
巌
前
菊
気
芳
」
と
あ
り
、
庭
の
池
に
は
魚
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
飛
び
跳
ね

て
、巌
の
辺
に
は
菊
の
花
の
香
り
が
芳
し
い
の
だ
と
い
う
。「
水
庭
」や「
巌
前
」

は
山
水
の
庭
園
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
長
屋
王
邸
出
土
の
「
楼
閣

山
水
之
図
」
を
髣
髴
と
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
の
詩
で
は
、
そ
の
よ
う
な
庭

園
に
お
い
て
行
わ
れ
る
王
の
盛
宴
を
称
賛
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
の
箭
集

虫
麻
呂
の
詩
で
は
、
初
・
二
句
目
に
「
霊
台
披
広
宴
。
宝
斉
歓
琴
書
」
と
あ
り
、

周
の
霊
台
の
よ
う
な
立
派
な
邸
宅
で
盛
大
な
宴
会
が
開
か
れ
、
立
派
な
書
斎
で

音
楽
や
詩
を
楽
し
む
の
だ
と
い
う
。
こ
の
「
霊
台
」
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
の
が

王
の
自
邸
か
、
作
宝
楼
を
指
す
か
は
不
明
で
あ
る
が
、「
霊
台
」
が
周
の
文
王

が
作
っ
た
物
見
台
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
作
宝
楼
の
楼
閣
山
水
庭
園
の
イ

メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
。
そ
こ
が
立
派
な
書
斎
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
書
殿
に

お
け
る
文
宴
を
意
味
し
、
書
物
を
手
に
し
な
が
ら
仲
間
と
詩
作
や
談
論
に
耽
る

こ
と
を
も
意
味
す
る
。
そ
れ
は
Ｃ
の
詩
に
お
い
て
「
攀
桂
登
談
叢
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
認
め
ら
れ
、
文
人
の
理
想
と
す
る
詩
作
の
環
境
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
長
屋
王
邸
の
詩
宴
の
在
り
方
は
、
庭
園
を
詩
の
施
設
と
す
る
こ
と
で

為
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
山
斎
と
い
う
山
水
庭
園
に
よ
っ
て
成
立
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

あ
ら
た
め
て
『
懐
風
藻
』
の
河
嶋
皇
子
の
詩
を
み
る
と
、
こ
の
詩
は
山
水
庭

園
で
の
詩
宴
の
席
に
お
い
て
山
斎
の
風
景
を
詠
み
、
友
と
の
友
情
を
交
わ
し
合

水
庭
遊
鱗
戯
。
巌
前
菊
気
芳
。

水
庭
に
は
遊
鱗
戯
む
れ
、
巌
前
に
は
菊



気
芳
し
。

君
侯
愛
客
日
。
霞
色
泛
鸞
觴
。

君
侯
客
を
愛
す
る
日
、
霞
色
鸞
觴
に
泛



か
ぶ
。

Ｅ　
　

五
言
。
春
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
。　

箭
集
虫
麻
呂
（
詩
番
八
十
二
）

霊
台
披
広
宴
。
宝
斉
歓
琴
書
。

霊
台
広
宴
を
披
き
、
宝
斉
琴
書
を
歓
ぶ
。

趙
発
青
鸞
舞
。
夏
踊
赤
鱗
魚
。
趙
は
青
鸞
の
舞
を
発
し
、
夏
は
赤
鱗
の


魚
を
踊
ら
す
。

柳
条
未
吐
緑
。
梅
蘂
已
芳
裾
。

柳
条
未
だ
緑
を
吐
か
ず
、
梅
蘂
已
に
裾



に
芳
し
。

即
是
忘
帰
地
。
芳
辰
賞
叵
舒
。

即
ち
是
れ
帰
る
を
忘
る
る
地
、
芳
辰
の



賞
は
舒
ぶ
る
に
叵
し
。

Ｃ
は
背
奈
王
行
文
の
詩
で
、
三
句
目
の
「
鑒
流
開
筆
海
」
は
水
の
流
れ
を

見
て
作
詩
の
場
を
開
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
曲
水
の
流
れ
を
見

て
詩
文
を
作
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
長
屋
王
邸
か

ら
は
実
際
に
曲
水
池
の
跡
が
発
見
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。
ま

た
、
四
句
目
に
は
「
攀
桂
登
談
叢
」
と
あ
り
、
桂
の
木
を
折
り
取
っ
て
文
人
た

ち
の
論
議
に
参
加
す
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の
「
桂
」
も
、
Ａ
の
詩
に
み
た
よ
う

に
堅
い
友
情
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
長
屋
王
邸
の
詩
文
の
宴
は
、
文
人
た
ち
の

交
友
の
場
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
長
屋
王
邸
で
は
賓
客
を
迎
え
る
と
共
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境
の
中
に
身
を
置
き
、
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る
の
が
美
し
い
風
候
で
あ
り
、
そ
れ

が
「
林
間
」
の
「
物
候
」
で
あ
る
。
そ
う
し
た
塵
外
に
あ
っ
て
、
共
に
風
月
を

愛
で
る
こ
と
が
真
の
友
の
証
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
風
物
が
必
須
条
件
と
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
風
景
を
構
築
し
て
い
る
の
が
「
山
斎
」
で
あ
り
、
そ
れ
は

た
と
え
庭
園
の
中
に
つ
く
ら
れ
た
人
工
的
な
自
然
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
で
あ
っ
て
も
、

あ
た
か
も
そ
こ
は
山
水
幽
地
や
神
仙
境
な
の
で
あ
り
、
詩
文
の
中
に
お
い
て
そ

の
世
界
が
自
由
に
実
現
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
山
斎
」
と
は
山
水
幽
谷
の
自
然
を
象
っ
て
そ
こ
に
身
を
置

く
場
所
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
文
人
た
ち
が
詩
を
詠
む
施
設
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
読
書
人
や
文
人

た
ち
の
山
水
へ
の
憧
れ
と
、
山
水
幽
谷
の
自
然
を
詩
に
描
く
と
い
う
こ
と
に
お

い
て
創
造
さ
れ
た
、
古
代
庭
園
の
美
学
と
詩
の
美
学
と
の
交
響
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

古
代
に
お
け
る
造
園
の
理
念
は
、
平
安
時
代
に
橘
俊
綱
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た

と
さ
れ
る
『
作
庭
記
』
と
い
う
書
物
に
よ
っ
て
一
つ
の
結
実
を
み
る
。
こ
こ
に

は
、
造
園
の
際
の
手
順
や
心
得
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
著
者

一
人
に
よ
る
論
述
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
古
代
か
ら
連
綿
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
手
法
や
伝
統
的
な
美
的
理
念
に
基
づ
い
て
記
録
さ
れ
た
も
の
と
み

う
も
の
で
あ
る
。

　

五
言
。
山
斎
。
一
絶
。　

河
嶋
皇
子
（
詩
番
三
）

塵
外
年
光
満
。
林
間
物
候
明
。

塵
外
年
光
満
ち
、林
間
物
候
明
ら
か
な
り
。

風
月
澄
遊
席
。
松
桂
期
交
情
。

風
月
遊
席
に
澄
み
、
松
桂
交
情
を
期
す
。

「
塵
外
」
は
世
俗
の
外
の
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
塵

外
を
求
め
る
の
は
、
世
俗
は
詩
を
詠
む
べ
き
環
境
に
適
さ
な
い
と
い
う
態
度
か

ら
で
あ
ろ
う
。
世
俗
を
離
れ
た
山
斎
で
は
春
の
光
が
満
ち
、
木
々
の
間
か
ら
は

春
の
季
節
に
か
な
っ
た
美
し
い
風
物
が
見
え
る
の
だ
と
い
う
。
風
や
月
は
こ
の

遊
び
の
宴
席
に
澄
み
渡
り
、
私
た
ち
も
松
桂
や
風
月
と
同
じ
く
、
堅
い
信
頼
や

深
い
友
情
を
約
束
す
る
の
だ
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
二
句
目
の
「
物
候
」
や
三

句
目
の
「
風
月
」
は
「
物
色
」
の
こ
と
で
あ
り
、『
文
選
』
巻
十
三
の
「
物
色
」

の
李
善
の
注
で
は
「
四
時
所
観
之
物
色
而
為
之
賦
。
又
云
有
物
有
文
曰
色
。
風

雖
無
正
色
、
然
亦
有
声）

（1
（

」
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、
季
節
の
風
物
を
指
す
も
の
で

あ
る
。
四
句
目
の
「
松
桂
」
は
、
貞
節
や
香
り
高
い
も
の
を
意
味
し
、
中
国
文

学
で
は
「
誘
我
松
桂
」（
孔
徳
璋
「
北
山
移
文
」、『
文
選
』
巻
四
十
三
・
書
下
）
の
よ
う

に
、
篤
い
友
情
や
君
臣
の
堅
い
契
り
を
意
味
す
る
鍵
語
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
こ
の
詩
は
、
俗
世
間
か
ら
離
れ
、
季
節
の
素
晴
ら
し
い
風
光
の
中
で
文
宴

を
開
き
、
そ
の
宴
に
集
う
友
と
篤
い
友
情
を
約
束
す
る
こ
と
を
述
べ
た
詩
で
あ

る
と
い
え
る
。
こ
の
詩
題
の
「
山
斎
」
は
、
世
俗
を
離
れ
た
深
山
幽
谷
の
「
塵

外
」
に
あ
る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
れ
は
古
代
中
国
の
文
人
た
ち
が
、
こ
ぞ
っ
て

山
林
で
学
問
や
文
学
に
遊
ん
だ
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。「
塵
外
」
と
い
う
環
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あ
ま
た
お
き
ざ
ま
へ
た
て
わ
た
し
て
、
は
な
れ
い
で
た
る
石
も
、
せ

う

く
あ
る
べ
し
。
こ
れ
ハ
ミ
な
浪
の
き
び
し
く
か
く
る
と
こ
ろ
に

て
、
あ
ら
ひ
い
だ
せ
る
す
が
た
な
る
べ
し
。
さ
て
所
々
に
洲
崎
白
は

ま
み
え
わ
た
り
て
、
松
な
ど
あ
ら
し
む
べ
き
な
り
。

一
、
池
河
の
み
ぎ
は
の
様
々
を
い
ふ
事

池
の
い
し
□（

ハ
）

海
を
ま
な
ぶ
事
な
れ
バ
、
か
な
ら
ず
い
は
ね
な
み
が

へ
し
の
い
し
を
た
つ
べ
し
。

○
嶋
姿
の
様
々
を
い
ふ
事

山
嶋
、
野
嶋
、
杜
島
、
礒
島
、
雲
形
、
霞
形
、
洲
浜
形
、
片
流
、
干
潟
、

松
皮
等
也

一
、
山
し
ま
は
、
池
の
な
か
に
山
を
つ
き
て
、
い
れ
ち
が
へ

く
高
下
を

あ
ら
し
め
て
、
と
き
は
木
を
し
げ
く
う
ふ
べ
し
。
前
に
ハ
し
ら
は
ま

を
あ
ら
せ
て
、
山
ぎ
ハ
な
ら
び
に
み
ぎ
ハ
に
、
石
を
た
つ
べ
し）

（1
（

。

（
※
引
用
は
抜
粋
）

『
作
庭
記
』
に
は
「
山
斎
」
と
い
う
言
葉
は
み
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
述
べ

ら
れ
る
「
嶋
・
島
」
は
古
代
の
「
山
斎
」
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
よ
う
。
引
用
文
冒
頭
の
石
を
立
て
る
事
、
つ
ま
り
造
園
す
る
と
い
う
こ
と

は
、
国
々
の
名
所
を
写
し
取
る
こ
と
で
あ
り
、
自
ら
の
趣
向
に
よ
っ
て
自
然
を

作
り
出
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
庭
園
は
さ
ま
ざ
ま
な
様
式
を
生
み
出
し

な
が
ら
、
日
本
庭
園
の
美
を
形
作
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

そ
れ
ら
に
先
立
つ
古
代
日
本
の
庭
園
は
、
第
一
に
は
王
の
権
力
の
象
徴
で

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
「
山
斎
」
の
よ
う
に
、
庭
園
に
石
を

配
置
す
る
こ
と
に
関
す
る
記
述
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

○
石
を
た
て
ん
事
、
ま
づ
大
旨
を
こ
ゝ
ろ
ふ
べ
き
也
。

一
、
国
々
の
名
所
を
お
も
ひ
め
ぐ
ら
し
て
、
お
も
し
ろ
き
所
々
を
、
わ

が
も
の
に
な
し
て
、
お
ほ
す
が
た
を
、
そ
の
と
こ
ろ
に
な
ず
ら
へ
て
、

や
ハ
ら
げ
た
つ
べ
き
也
。

○
…
嶋
を
を
く
こ
と
も
、
ハ
じ
め
よ
り
そ
の
す
が
た
に
き
り
た
て
ゝ
、
ほ

り
お
き
つ
れ
バ
、
そ
の
き
し
に
き
り
か
け

く
た
て
つ
る
石
は
、
水
ま

か
せ
て
の
ち
、そ
の
岸
ほ
と
び
て
、立
た
る
石
た
も
つ
こ
と
な
し
。
た
ゞ

お
ほ
す
が
た
を
と
り
お
き
て
、
石
を
た
て
ゝ
の
ち
、
次
第
に
嶋
の
か

た
ち
に
は
、
き
ざ
ミ
な
す
べ
き
な
り
。

○
…
又
は
な
れ
い
し
ハ
、
あ
ら
い
そ
の
お
き
、
山
の
さ
き
、
島
の
さ
き
に
、

た
つ
べ
き
と
か
。
は
な
れ
石
の
根
に
ハ
、
水
の
う
へ
に
み
え
ぬ
ほ
ど
に
、

お
ほ
き
な
る
石
を
、
両
三
み
つ
が
な
え
に
ほ
り
し
づ
め
て
、
そ
の
中

に
た
て
ゝ
、
つ
め
石
を
う
ち
い
る
べ
し
。

○
石
を
た
つ
る
に
ハ
や
う

く
あ
る
べ
し

大
海
の
や
う
、
大
河
の
や
う
、
山
河
の
や
う
、
沼
池
の
や
う
、
葦

手
の
や
う
等
な
り

一
、
大
海
様
ハ
、
先
あ
ら
い
そ
の
あ
り
さ
ま
を
、
た
つ
べ
き
な
り
。
そ

の
あ
ら
い
そ
ハ
、
き
し
の
ほ
と
り
に
は
し
た
な
く
さ
き
い
で
た
る
石

ど
も
を
た
て
ゝ
、
み
ぎ
ハ
を
と
こ
ね
に
な
し
て
、
た
ち
い
で
た
る
石
、



―44―

注（
（
）『
懐
風
藻
』
の
引
用
は
、辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
二
〇
一
四
年
笠
間
書
院
）

に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
1
）『
諸
本
集
成
和
名
類
聚
抄　

本
文
篇
』（
一
九
六
八
年
、
臨
川
書
店
）。
な
お
〔　

〕

内
は
双
行
部
分
で
あ
る
。

（
1
）『
類
聚
名
義
抄
』
第
一
巻
（
一
九
五
四
年
、
風
間
書
房
）。

（
1
）『
新
撰
字
鏡
』（
一
九
六
七
年
、
臨
川
書
店
）。

（
1
）『
説
文
解
字　

附
検
字
』（
一
九
七
二
年
、
中
華
書
局
）。
な
お
〔　

〕
内
は
双
行

部
分
で
あ
る
。

（
1
）
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
』
下
（
一
九
六
五
年
、
岩
波
書
店
）。

（
1
）
中
西
氏
は
、「
園
池
の
模
様
」
を
含
め
た
水
に
関
す
る
語
彙
と
し
て
、「
流
水
」

（
11 

11
）「
波
潮
」（
11
）「
滄
波
」（
11
）「
波
中
」（
11
）「
波
激
」（
11
）「
碧
瀾
」

（
11
）「
素
濤
」（
11
）「
金
波
」（
（（1
）「
水
下
」（
（1
）「
水
底
」（
11
）「
水
鏡
」

（
11
）「
長
河
」（
（11
）「
晩
流
」（
1（
）「
河
浜
」（
（（1
題
）「
水
浜
」（
11 

11
）「
双
流
」

（
11
序
）「
飛
瀑
」（
11
）「
苔
水
」（
４
）「
臨
水
」（
（1 

11 

11
）
を
挙
げ
、「
こ
れ

ら
の
水
に
臨
ん
で
、そ
の
水
辺
の
景
を
述
べ
る
も
の
」に「
錦
鱗
淵
」（
11
）「
臨
淵
」

（
（（1
伝
）「
躍
潭
鱗
」（
11
吉
野
詩
）「
潭
探
」（
11
）「
漘
前
」（
1（
）「
氷
津
」（
11
）「
廻

岸
」（
1（
）「
残
岸
」（
11
）「
低
岸
」（
11
序
）「
鳫
渚
」（
９
）「
寒
渚
」（
（11
）「
北

池
潯
」（
11
）「
曲
浦
」（
11 

1（
）「
南
浦
」（
11
）「
霧
浦
」（
（1
）「
映
浦
」（
11
序
）

「
竹
浦
」（
（1
）
を
挙
げ
て
い
る
。

（
1
）
中
西
進
「
懐
風
藻
の
自
然
」（
山
岸
徳
平
編
『
日
本
漢
文
学
史
論
考
』
一
九
七
四
年
、

岩
波
書
店
）。

（
1
）辰
巳
正
明「
風
景
論
―
松
風
の
音
と
重
巌
の
花
に
つ
い
て
」『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』

（
一
九
九
七
年
、
お
う
ふ
う
）。

（
（1
）
辰
巳
正
明
「
大
地
の
は
て
ま
で
広
ま
る
名
声
†
蘇
命
路
賛
歌
」『
詩
霊
論　

人
は

あ
っ
た
。
世
界
の
中
心
で
あ
る
須
弥
山
を
池
中
に
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
世
界
の
王
と
し
て
君
臨
す
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
永
遠
不
死

の
願
望
の
中
で
仙
境
を
象
り
、
神
仙
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
山

斎
は
そ
の
よ
う
な
世
界
観
や
理
想
の
中
に
造
営
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
は
、

文
人
た
ち
が
詩
文
を
創
作
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
り
、
そ
こ
に
造
営
さ
れ
た
庭

園
は
詩
歌
を
詠
む
た
め
の
理
想
の
風
景
と
し
て
存
在
し
、
ま
た
塵
俗
か
ら
離
れ

た
異
境
を
現
前
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
懐
風
藻
』
か
ら
う
か
が
え
る
「
山
斎
」
は
、
須
弥
山
様
式
や
三
神
山
様
式

に
基
づ
く
庭
園
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
池
の
中
に
小
嶋
や
石
を
立
て
る
こ
と
で
造

形
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
石
を
立
て
る
こ
と
の
み
で
須
弥
山
や
三
神

山
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
庭
園
は
文
人
や
読
書
人
た
ち

の
憧
れ
た
空
間
で
あ
り
、
そ
の
庭
園
を
持
つ
別
荘
を
山
斎
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
山
斎
は
塵
俗
を
離
れ
た
山
水
幽
谷
の
地
を
創
造
し
、
そ
こ
は
読
書

人
た
ち
が
集
う
文
芸
と
交
友
の
場
で
も
あ
っ
た
。
文
人
た
ち
の
交
友
は
松
桂
や

風
月
を
楽
し
む
山
水
の
地
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
山
斎
の
作
り
出
す
風
景
は
そ

れ
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
。
文
人
た
ち
は
そ
こ
に
お
い
て
詩
作
を
し
、
学
問

や
談
論
に
耽
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
古
代
の
読
書
人
た
ち
の
理
想
と
す
る
山

斎
と
い
う
文
芸
空
間
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
六
朝
文
人
た
ち
の
理
念
と

美
学
が
写
し
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
、「
山
斎
の
中
に
詩
が
あ
り
、

詩
の
中
に
山
斎
が
あ
る
」
と
い
う
庭
園
と
文
学
の
一
体
を
知
る
の
で
あ
る
。
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な
ぜ
詩
に
感
動
す
る
の
か
』（
二
〇
〇
四
年
、
笠
間
書
院
）。

（
（（
）
寺
川
眞
知
夫「
中
国
モ
デ
ル
の
庭
園
の
受
容
と
基
盤
」（『
日
本
文
学
』五
二
巻
五
号
、

二
〇
〇
三
年
五
月
）。

（
（1
）
朝
鮮
史
学
会
編
『
三
国
史
記
』（
一
九
七
一
年
、
国
書
刊
行
会
）。

（
（1
）
新
釈
漢
文
大
系
『
史
記　

二
（
本
紀
）』（
一
九
七
三
年
、
明
治
書
院
）。

（
（1
）『
四
部
叢
刊
広
篇　

十
八
』（
台
湾
商
務
印
書
館
）。
な
お
、本
文
は
以
下
の
と
お
り
。

十
七
年
作
信
宮
渭
南
巳
而
更
命
信
宮
為
極
廟
象
天
極
自
極
廟
道
通
驪
山
作
甘

泉
前
殿
築
甬
道
自
咸
陽
属
之
始
皇
窮
極
奢
侈
築
咸
陽
宮
因
北
陵
営
殿
端
門
四

達
以
制
紫
宮
象
帝
居
引
渭
水
潅
都
以
象
天
漢
横
橋
南
渡
以
法
牽
牛
橋
広
六
丈

南
北
二
百
八
十
歩
六
十
八
間
八
百
五
十
柱
二
百
一
十
二
梁
橋
之
南
北
隄
繳
立

石
柱
咸
陽
北
至
九
嵕
甘
泉
南
至
鄠
杜
東
至
河
西
至
汧
渭
之
交
東
西
八
百
里
南

北
四
百
里
離
宮
別
舘
相
望
聯
属
木
衣
綈
綉
土

朱
紫
宮
人
不
移
楽
不
改
懸
窮

年
忘
帰
猶
不
能
徧
。

（
（1
）『
初
学
記
』（
一
九
六
一
年
）。 

（
（1
）
辰
巳
正
明
「
人
麿
歌
集
七
夕
歌
の
歌
流
れ
」『
万
葉
集
の
歴
史
』（
二
〇
一
一
年
、

笠
間
書
院
）。

（
（1
）『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩　

下
』（
一
九
八
三
年
、
中
華
書
局
）。

（
（1
）『
文
選
』
の
引
用
は
、李
善
注
『
文
選
』（
上
海
古
籍
出
版
社
）
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
（1
）
日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
芸
術
論
』「
作
庭
記
」（
一
九
七
三
年
、
岩
波
書
店
）。




